
第５回吉見町立学校適正規模等検討委員会 次第 

 

 

                   日 時：令和３年１１月２４日（水） 

                       午後６時３０分～ 

                   場 所：吉見町役場 ３階 大会議室 

 

 

１．開    会 

 

 

２．委員長あいさつ 

 

 

３．前回会議録の承認 

 

 

４．議    事 

  （１）学校の適正規模・適正配置の検討について 

  （２）その他 

 

 

５．その他 

 

 

６．閉    会 

 

 

 

【配布資料一覧】 

（１）第４回吉見町立学校適正規模等検討委員会会議録 

（２）グループ討議の結果（第１回）【資料１】 

（３）児童数の将来推移【資料２】 

（４）小学校再編統合事例(案)における児童数、学級数及び教職員数【資料３】 

（５）小学校の保有教室【資料４】 

（６）小中連携、小中一貫、小中一貫教育制度の関係【資料５】 

（７）小中一貫教育について【資料６】 

（８）吉見町立小学校における現在の通学状況【資料７】 

（９）スクールバス等の多様な交通手段の導入に伴う課題への対応【資料８】 

 



 



グループ討議の結果（第１回） 

 

件 名 班別 意 見 等 

【検討１】 

 

小学校数はいく

つにするのか 

Ａ班 

・未就学児の数を見れば、統合せざるを得ないことは明らか。更に、子

どもたちの安全性等を考慮すると、新たに１校造るしかないのでは

ないか。 

・保育園も町内４箇所を統合する際、問題について検討されたが、現

状はうまくいっている。 

・現状を見ると、学校の数は１校か２校という事になると思う。しか

し、２校だと数年先には１学級に戻ってしまうので、保護者の意向

を考えれば１校しかないのではないか。 

Ｂ班 

・今後、児童数が減少する中で、３校を統合して２校にしたとしても、

いずれまた統合することが目に見えているのであれば、最初から１

校にすることがベストだと思う。 

・実際に見て、東二小の統合はやむを得ないと思うが、他の学校は現

状、そこまでの必要性があるのか。 

・段階的に統合するのであれば、最初から１校にした方が良い。 

・統合すると通学方法も変わると思うが、何回も変わると子どもたち

の負担も増えるので、統合するのであれば１回で 1校がいいと思う。 

・１つの学校を造るにしても、開校するまでに相当の年数が必要にな

ると聞くので、実際に時間を要するのであれば、東二小と西が丘小

だけでも先に進めてもいいのではないか。 

・小規模校だけ統合しても、クラス替えができない等の問題は解消さ

れない。 

・あり方研究協議会調査研究報告書の提言及びアンケート結果にある

「各学年２学級以上の複数学級が望ましい」を目指すことで本委員

会はスタートしていることから、最終的に１校に絞られるとして、

問題は段階的に統合するか、それとも１回で１校とするのかの選択

になるだろう。 

・新校を造るまでに時間がかかるとなれば、その間、小学生たちは児

童数が少ないことによって友達ができづらいという事が続くことも

考えられるので、できるだけ早くそうしたことを解消する方法をと

るべきかとも思う。 

【検討２】 

 

統合し、どこに

配置するのか 

Ａ班 

・統合するとして、既存の施設を使うのか、それとも新設するのか。 

・中学校の敷地に小学校を造るとなると、グラウンドがお互いに使え

なくなるのではないか。 

・もし、徒歩の距離を４ｋｍ以内とすると、１校は難しいのではない

か。先にスクールバスを運行すること等も検討する必要があると思

う。 

資料１ 



・フレサよしみの付近がいいと思う。 

・新設するのであれば田んぼのところの方が造りやすい。 

・中学生の数が減り、部活動の数も以前と比べ減ったことを考えると、

小中一貫校に近づいていると言える。 

・中学校の北側にある武道館も古く、撤去・移転ということも考えら

れる。 

・役場や中学校がある地帯が吉見町の中心部という事から、候補とし

て有力かと思う。 

Ｂ班 

・最終的な目標として、小中一貫校あるいは義務教育学校を目指すの

かによって建設する場所が変わると思う。 

・統合するのなら、中学校あるいは中学校の付近がいいと思う。 

・中学校の付近に新たな小学校を造るとして、体育館やプールは小学

校専用のものが必要であるし、グラウンドも小・中で共用は、危険

も伴うため難しいと思う。 

・例えば、東一小・東二小・南小を１つに、北小・西小・西が丘小を１

つに、まずは既存の施設で統合し、新校ができた際に一気に統合す

ることも考えられる。 

・３校を１つにするのであれば、学童保育もあるので、東一小と西小

を使うのがいいのではないか。 

【その他】 

Ａ班 

・未就学児の今後の増減等について推計してもらいたい。 

・うちの子のクラスは人数が少ないものの、子ども同士がとても仲良

くしている。しかし、将来的に不安もあるので、クラス替えができ

る方がいいと思う。 

・現状、自家用車で送迎してもらっている子もいるので、統合し、スク

ールバスを使えれば、それも無くなると思う。 

・以前は、嫌なことがあってもクラス替えできる事で子どもを励ます

ことができた。 

・保護者の意見を吸い上げてほしい。 

・西が丘小を除けば、どの学校も１００年以上の歴史があり、施設も

老朽化が進んでいるので、統合するのならスピード感を持って進め

てほしい。 

・人口を増やすための産業誘致はいつか廃れる。日の出町で行ってい

る古民家の修繕費用補助は人口増の模範となっているので町も見習

ってほしい。 

Ｂ班 

・１つに統合するとして、スクールバスは必要になると思うが、何台

必要か、どこを周回するかなど課題はあると思う。 

・川島町でも小学校の統合があったが、単学級であり、いずれ再統合

されると思う。 

・子どもたちの声も聞いてみたい。 
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小学校再編統合事例（案）における児童数、学級数及び教職員数 

（令和 3年 11月 1日現在） 

 

 ★１校へ統合再編した場合（全学年３５人学級） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  児童数及び学級数見込み 

児童数 学級数 

小１ 102  ３  34×３ 

小２ 95  ３  32×2、31×1 

小３ 103  ３  35×1、34×2 

小４ 113  ４  29×1、28×3 

小５ 106  ４  27×2、26×2 

小６ 113  ４  29×1、28×3 

特別支援学級 18  ４   

合 計 650  ２５   

 教職員配置人数見込み 

配当基本定数 

 

校長 １ 

教頭・教諭     29 

養護教諭     １ 

事務職員     １ 

その他 
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小学校再編統合事例（案）における児童数及び学級数 

（令和９年度予測） 

 

『児童・生徒数の推移と今後の見込みについて（教育委員会資料）』より、令和３年４月 21 日現在の住民基本台帳より推計 

 

 ★１校へ統合再編した場合（全学年３５人学級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童数及び学級数見込み 

児童数 学級数 

小１ 63   2  32×1、31×1 

小２ 81   ３  27×3 

小３ 74   ３  25×2、24×1 

小４ 89   3  30×2、29×1 

小５ 96   3  32×3 

小６ 95   3  32×2、31×1 

特別支援学級    ４   

合計 498  ２1   

 教職員配置人数見込み 

配当基本定数 

 

校長 １ 

教頭・教諭     24 

養護教諭     １ 

事務職員     １ 

その他 

 

  

  

  

  

  



  小学校の保有教室（令和 3 年 11 月１日現在の使用状況） 

 

 

学校名 

保有教室数 

普
通
教
室 

特別教室等関係  ※(普）は普通教室として利用可能 

理
科
室 

生
活
室 

音
楽
室 

図
画
工
作
室 

家
庭
科
室 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室 

図
書
室 

特
別
活
動
室 

教
育
相
談
室 

英
語
教
室 

多
目
的
室 

そ
の
他 

 
合 

計 

東第一小学校 7 1 1 1 １ １ １ １ 
３

(普) １ １ ３ 
 

２１ 

東第二小学校 ７ 1  1 1 1 1 1    1  １４ 

南小学校 ８ １ １ １ １ １ １ １ 
２

(普) １ １  
１

(普) ２０ 

西小学校 ８ 1 1 1 1 1 1 1 
２

(普) 1 1 1 
５

(普) ２５ 

北小学校 ７ 1 1 1 1 1 1 2 
２

(普) 1 1  
２

(普) ２１ 

西が丘小学校 ８ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 １ １ 
２

(普) ２１ 
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『小中一貫教育導入状況調査について』 

文部科学省初等中等教育局（平成２９年３月調査） 

  

小中一貫教育について 
 

資料６ 
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吉見町立小学校における現在の通学状況 

 

１．通学距離別集計表 （児童数）   （令和３年１１月１６日現在） 

※通学方法は全て徒歩です。 

※通学距離は、通学班別に、集合場所から学校までの距離を参考に集計したもの

です。 

 

２．学校別の最長通学距離      （令和３年１１月１６日現在） 

 

学校名 ０～２km 未満 ２～３km 未満 ３km 以上 計 

東第一小学校 166 人 0 人 0 人 166 人 

東第二小学校 42 人 0 人 0 人 42 人 

南小学校 102 人 26 人 0 人 128 人 

西小学校 102 人 39 人 0 人 141 人 

北小学校 96 人 2 人 0 人 98 人 

西が丘小学校 67 人 0 人 0 人 67 人 

合 計 575 人 67 人 0 人 642 人 

学校名 住所（地区） 経路距離 備   考 

東第一小学校 荒子 2.6km  

東第二小学校 飯島新田 1.4km  

南小学校 下細谷、大串 2.7km  

西小学校 田甲 3.3km  

北小学校 中曽根 2.7km  

西が丘小学校 久米田 2.0km  

資料７ 



統合に伴うスクールバス導入に伴う課題への対応 

（「公立小・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」より抜粋） 

 

 （３）統合により生じる課題への対応   

○ 学校統合には様々な課題が付随します。それらの課題に正面から向き合い、解消や緩和

に向けた取組について、あらかじめ一定の見通しをもって計画を作っておくことは、統

合後の教育活動を円滑に進めるとともに、統合計画に対する地域住民や保護者の理解を

得る上でも極めて重要です。 

【スクールバス等の多様な交通手段の導入に伴う課題への対応】 

○ 例えば、統合に伴いスクールバス等の多様な交通手段を導入する場合、徒歩時間の減少

による体力の低下や放課後の遊びの時間や家庭学習時間の減少、児童生徒の疲労への配

慮といった課題が生じることが考えられます。 

○ こうした課題に対しては、全国の先進事例等を踏まえ、例えば下記のような取組が考え

られます。 

  ① 歩数の目標を定めて校門から一定の距離でスクールバス等を乗降車させたり、歩数

計を活用したりして運動量の確保に努める 

  ② 放課後なども含めて１日の運動時間の目安を定め、運動を推奨する 

  ③ 遊具や運動場等の運動環境の改善を進めるとともに、体育の授業で体を動かす時間

を意識的に増やしたり、学校教育全体を通して体力づくり活動を充実させたりする 

  ④ 長時間乗車後、円滑に授業に入っていけるよう、スクールバス等の到着時間と始業

時間との間に余裕を持たせ、降車後に軽い運動の時間を設けたり、始業の直前や直

後に脳の認知機能を活性化させるトレーニングの時間（短時間での計算、音読等）

を設けたりする 

  ⑤ スクールバス等の中で音声教材を活用した学習活動を行う、図書館司書等の同乗に

より朗読活動を行う、放課後子供教室等との連携により指導員が同乗するなど乗車

時間の有効活用を図る 

  ⑥ 授業終了からスクールバス等の乗車時間までの時間に余裕を持たせるなどして、集

団での外遊びの時間、放課後の補習の時間や宿題に取り組む時間を確保する 

  ⑦ スクールバス等の時間を複数設定するなどして、放課後子供教室等との連携により

希望者が参加できる多様な活動の時間を設定する 

○ なお、特に歩数の減少に伴う体力の低下や肥満の問題については、例えばスクールバス

等の導入前の歩数を統合前にあらかじめ調べておき、導入後の減少幅を可視化し、関係

者間で共有した上で、保護者や地域住民とも連携しつつ、必要な対策を採るといった工

夫も考えられます。 

○ また、障害のある児童生徒が、遠距離通学となることにより一人で通学することが困難

になることなども想定されます。そのような児童生徒への対応を含めて、可能な限り通

学時間が短くなるようスクールバス等の経路を工夫するなど、障害のある児童生徒の発

達の段階や、障害の状態・特性等を考慮に入れる必要があることは言うまでもありませ

ん。 

資料８ 



令和３年１１月１５日 

 

保護者 様 

吉見町教育委員会 

 

『吉見町立学校あり方研究協議会調査研究報告書』説明会開催について（ご案内） 

 

保護者の皆様には、日頃より本町教育行政に格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

さて、本町では町内すべての学校において児童生徒が年々減少し、20年後には、ほぼ半減

してしまう状況が見込まれています。 

児童生徒数が減少し、学校が小規模化すると、「きめ細やかな教育が行える」などのメリッ

トも言われておりますが、「クラス替えできず人間関係が固定化する」、「切磋琢磨できる環境

ができにくくなる」、「複式学級になってしまう」などのデメリットが生じてしまう可能性が

あります。 

町教育委員会では、町の将来を担う子どもたちに、より良い環境の中で教育を受けられる

よう、令和元年度に「吉見町立学校あり方研究協議会」を設置し、協議を重ね、保護者の皆様

にもアンケート調査をお願いしたところですが、それら調査結果及び協議会からの提言等を

『吉見町立学校あり方研究協議会調査研究報告書』としてまとめました。今後、更なる検討

を進めるにあたり、本報告書についてのご報告をし、併せて学校の適正規模・適正配置につ

いてのご意見等を伺いたいと考えております。 

つきましては、下記日程により説明会を開催いたしますので、ご多用のところ大変恐縮で

すが、ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

記 

１ 東 地 区（東一小・東二小学校区） 

   （１）日時 令和３年１２月１０日（金）午後６時３０分から 

   （２）会場 東公民館 大会議室 

２ 西 地 区（西小・西が丘小学校区） 

   （１）日時 令和３年１２月１１日（土）午後２時００分から 

   （２）会場 西公民館 大会議室 

 ３ 南・北地区（南小・北小学校区） 

   （１）日時 令和３年１２月１２日（日）午前１０時００分から 

   （２）会場 吉見町役場 大会議室 

 

※お住いの学校区にかかわらず、どの会場にもお越しいただけます。 

※お手数ですがスリッパ、下足を入れるビニール袋等をご用意ください。（東・西公民館） 

※具体的な学校再編案を説明するものではありません。 

※保護者の皆様にお願いいたしましたアンケート結果等につきましては、本説明会にて報告

する予定です。 

 

               問合せ 教育委員会 教育総務課 

               ＴＥＬ 0493-54-8938（直通）／ＦＡＸ 0493-53-1083 


